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１．東京新幹線車両センターの業務執行体制を見直す目的を具体的に
明らかにすること。 

 
２．提案箇所体制について、一般変形等1増、一般交代1減の根拠を具
体的に明らかにすること。なお、安全で質の高い新幹線車両を提供
するために、専門的知見を有したメンテナンスできる要員を確保す
ること。 

 
３．各新幹線車両センターの仕業検査本数を具体的に明らかにするこ
と。また、東京新幹線車 両センターにおける日勤者が施工する仕業
検査本数、および夜勤帯で施工する仕業検査本数 を示すこと。さら
に、最繁忙期においても施工できる体制を構築すること。 

 
４．事故予備車の考え方を具体的に明らかにし、日勤帯に仕業検査施
工可能である根拠を示す こと。また、輸送障害時における事故予備
車の仕業検査の対応方法を具体的に明らかにする こと。 

 
５．異常時において急遽車両センターへ取り込んだ場合や臨時修繕が
輻輳した場合、日中帯の仕業検査をどのように施工するのか考え方
を示すこと。 

 
６．日中帯の夏季の仕業検査については高温の中で行うため抜本的な
対策を講じること。 

 
７．本施策に伴い異動が発生するのか明らかにすること。また、異動
が発生する場合は、丁寧に面談を行い、本人の希望を尊重するこ
と。 

 
８．作業ダイヤについては、現場の意見を反映させより働きやすいも
のとすること。 
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（回答）新幹線車両のメンテナンスを持続的に行い、新幹線輸送をお客さまに提供し続けるため、経営環境や時代の変化にあわせ
サステナブルに業務運営を行うことを目的に体制を見直すものである。 

（回答）業務に必要な要因は確保していく考えである。 

（回答）仕業検査については、ダイヤ設定および車両運用等により計画するものである。なお、必要な仕業検査の体制は確保する
考えである。 

（回答）事故予備車両については、会社間の協定に基づき所管するエリア内に配備することを基本としている。なお、輸送障害
時においては状況に応じて適切に対応していく考えである。 
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（回答）状況に応じて適切に対応していく考えである。 

（回答）作業環境の改善に向け、引き続き取り組んでいく考えである。 

（回答）社員の運用については、任用の基準に則り取り扱うこととなる。 

（回答）作業ダイヤについては、必要な業務等を勘案したうえで設定するものである。 
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